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ご　挨　拶

一般社団法人 
山形県理学療法士会会長

岩 井 章 洋

　日頃より山形県理学療法士会へのご
理解とご協力を賜りまして厚くお礼申
し上げます。
　当会は山形県内に勤務する理学療法
士の学術技能の研鑽と資質の向上に努
め、県民の皆様の保健・医療・介護・
福祉の発展に寄与することを目的とし
て、学術活動及び社会活動を行ってい
る団体です。現在、1,030名の会員が病
院、診療所、介護保険関連施設、福祉
施設、肢体不自由児施設及び教育機関
等に勤務しています。
　理学療法士は、身体に障がいのある
方たちのリハビリテーションを行って
きた身体づくりの専門家です。理学療
法の役割は、対象者一人ひとりの状態
を把握し、対象者の持つ最大限の能力
を引き出すことであり、失われている
基本的動作能力の回復を図り、生活を
支援することです。
　当会では、病院や施設における理学
療法の技術向上のための研鑽をはじ
め、「本人の持つ能力を最大限に引き
出すというリハビリテーションの理
念」に基づく理学療法を地域で活か
し、生活する方々の自立を支援したい
と考えています。また、身体の動きを

専門とする理学療法技術を、健康寿命
の延伸に反映させるために、健康増進
や介護予防の支援に活かしたいと考え
ています。介護予防は、健康な高齢者
が今後も介護が必要とならないよう
に、またすでに介護が必要な高齢者に
は、今以上に介護が必要とならないよ
うに、運動機能の維持・改善を図って
いくことを目的としています。さら
に、昨年来の新型コロナウイルス感染
症の感染予防のための活動自粛による
生活不活発病の予防、働く世代の方の
腰痛や肩こり予防、災害時支援など広
い分野で活動しています。
　山形県理学療法士会はこれらの活動
を通して、県民の皆様がより元気に歳
を重ねることや、たとえ病気や障害が
あっても住み易い地域共生社会の実現
に向けて、他の関係団体や行政の方と
協力しながら、会員一同努力を重ねて
まいります。そして、「尊厳ある自
立」と「その人らしい生活」を支援す
る身近な理学療法士の団体として存在
したいと考えております。
　今後とも県民の皆様はじめ関係団体
の皆様のご支援ご鞭撻を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
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■山形支店 〒990－2323  山形県山形市桜田東二丁目1番21号
 TEL:023－642－8153 / FAX:023－623－5853
本社（仙台）・荘内営業所・鶴岡営業所・郡山営業所・ロジスティックセンター・メンテナンスセンター

オーリンク株式会社

日本理学療法士協会「理学療法士ガイド」より転載

理学療法士とは

　理学療法は運動療法や徒手的療法、物理療法などを用いて、失われた身体の機能を回復させる
治療方法です。理学療法士は、病気やケガの回復を促し、社会や日常生活に戻るまでを支援する
役割を担います。さらに、生き甲斐やその人らしさをサポートする自立支援、生活支援、健康増
進、介護予防などの分野や、教育や研究などさまざまな場面でも活躍しています。
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通院・入院の患者様へ
理学療法の提供

訪問・通所・入所の方へ
リハビリテーションの提供

地域包括ケアシステムの中の理学療法士の関わり

　地域包括ケアシステムは、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが
できるよう地域が一体となって支える仕組みです。日本は諸外国に例をみないスピードで高齢化
が進行しており、団塊の世代が75歳以上となる2025年（令和7年）以降は、国民の医療や介護の
需要が、さらに増加することが見込まれています。そのため、住まい、医療及び生活支援・介護
予防が一体的に提供される地域包括ケアシステムの仕組みづくりが進められています。理学療法
士も、地域で暮らす方々が長く自分らしい暮らしを営めるように、支援の方法を考え活動してい
ます。

地域包括ケアシステムにおける理学療法士の役割

　理学療法士は、対象の方に合わせて自立支援や生活機能の予後評価などを各職場内で行うだけ
ではなく、多職種での連携やコミュニティの形成にも積極的に関わり、自立生活に向けた地域づ
くりに貢献できるように活動を行っています。
　理学療法士が、地域包括ケアシステムの中でどのように関わっているかを、医療、介護及び生
活支援・介護予防の分野に分けてご紹介します。
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医療分野での理学療法士の役割

　病気や事故を契機として通院や入院された患者様に理学療法を提供します。理学療法士はより
良い身体機能の回復や、求められる社会生活への適応を目指し、患者様に寄り添い、早期から必
要な運動療法を中心に提供します。
　急性期では、集中治療室で生命維持のための管理下にいる患者様（赤ちゃんを含む）や、受
傷・手術後の方、入院治療による活動性低下が原因で筋力や体力が低下した患者様を対象に理学
療法を実施します。
　リハビリテーションの継続が必要な患者様は、回復期のリハビリテーションを担う病院へと引
き継がれます。回復期では、より退院後の生活を見据えた理学療法を行います。生活環境に合わ
せた動作指導や介助指導なども行いながら、病院スタッフ、家族、ケアマネジャー、施設スタッ
フと協力し、自分らしく安心して地域で生活できるように支援をしています。

介護分野での理学療法士の役割

　介護分野は「在宅系サービス」と「施設・居住系サービス」に分かれます。 
　「在宅系サービス」は、自宅などで生活されている方が利用する在宅支援事業で、理学療法士
は通所介護事業所等での個人の身体機能に合わせた理学療法の提供に加えて、訪問リハビリテー
ションにより、対象の方が実際に生活の中で困っていることに対して、具体的な課題解決に向け
た練習や動作面・環境面でのアドバイスを行います。
　「施設・居住系サービス」は介護老人福祉施設、介護老人保健施設などに入所された方が利用
する支援事業で、施設内で個別の理学療法や生活リハビリテーションを提供し、日常生活の支援
や社会的活動への参加等を促し、生活の質の向上に努めています。

生活支援・介護予防分野での理学療法士の役割

　地域包括ケアシステム構築の一環として、要介護状態の発生やその悪化を可能な限り防ぎ、軽
減できるように介護予防・健康増進の取り組みが活発になっています。理学療法士は、地域で行
われる体操教室や講座の開催などに参画し、障がいや疾病をふまえた運動指導や生活指導に取り
組んでいます。また、当会では、市町村の地域ケア会議に会員を派遣し、理学療法士の専門知識
を活かした助言を行い、他職種の専門的な視点による助言とともに課題解決の糸口を見出せるよ
うに、連携・協力しています。
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《理学療法ハンドブック》のご紹介

　（公社）日本理学療法士協会は、 2016年より国民の皆様の健康に役立つ「ハンドブック」シリーズを

作成しています。現在、11シリーズ（健康寿命、脳卒中、腰痛、心筋梗塞・心不全、スポーツ、

糖尿病、変形性膝関節症、認知症、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、女性のライフステージ、がん）

が発行されています。

　今回は日本理学療法士協会が制作した理学療法ハンドブックの中から、「シリーズ③腰痛」

についてご紹介いたします。

　老若男女問わず、国民の80％が一生に一度は腰の痛みを経験したことがあると言われていま

す。腰痛の原因はさまざま考えられます。重い物を持ち腰に負担がかかったり、長時間同じ姿勢

を続けることでも腰痛が発生します。腰部脊柱管狭窄など画像診断で原因部位がはっきりしてい

る「特異的腰痛」と、ぎっくり腰のように原因がはっきりしない「非特異的腰痛」があります。

この「シリーズ③腰痛」では、腰痛を自己管理するチェック表や、セルフチェックの方法、腰

痛体操のほか、近年注目されている職場環境と腰痛について、その予防策なども提案されてい

ます。

　理学療法士は、「赤ちゃん」から「高齢者」までの人生のあらゆる場面で皆様の人生に寄り添

い、より良い人生を送れるようサポートしたいと思っています。今回ご紹介したテーマのほか

にも、シリーズ化されたテーマ別理学療法ハンドブックには、皆様にお届けしたい情報がたくさ

ん掲載されています。理学療法ハンドブックは、（公社）日本理学療法士協会のホームページ

（https : //www.japanpt.or.jp/activity/books/）からダウンロードが可能です。
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somu@took.co.jp

023－623－0546

0235－22－0106

～『やまがた健康ガイド』の作成に関して～

社会局担当理事（公益事業推進部担当）　早　坂　慎　也
　山形県理学療法士会では、例年開催している「やまがた健康フェア」に実行委員会構成団体と
して参加しています。
　「やまがた健康フェア」とは健康づくり関係機関・団体と協働で健康・医療・介護予防に関す
る様々な情報を県民に発信し、若い方から高齢者まで自発的な健康づくりや生活習慣の見直しや
定期健診を促すとともに、健康無関心層に対し、健康づくりを行う契機を提供することにより、
県民一人ひとりの健康意識向上を通じて、健康長寿日本一をめざす目的があります（やまがた健
康フェア2019開催目的より）。
　山形県は2020年と2021年は新型コロナウイルス感染防止の観点からイベント形式での実施を
見直し、「新・生活様式」に対応した健康づくりに関する情報を掲載した「やまがた健康ガイ
ド」を発行しました。当会としても今回のテーマである「新・生活様式」の中で、「健康な身体
づくりを提案すること」を目的に掲載させていただきました。コロナ禍で外出も制限され、フレ
イル（加齢によって心身が老い衰え、社会とのつながりが減少した状態）やロコモ（運動器の障
害のために移動機能の低下をきたした状態）が進行する恐れがある方が増えています。そのよう
な恐れがある方に対して、すきま時間を利用してできる運動を掲載しております。また、長時間
同一姿勢で過ごすことにより発生する腰痛予防の運動を掲載していますので、合間をみて実践し
ていただければ幸いです。
　なお、山形県のホームページから「やまがた健康ガイド2021」が簡単に閲覧できますので、
県民の皆様がいつまでも元気で、いきいきと暮らすためのヒントを見つけていただければ幸い
です。
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Yamagata Prefectural
University of
Health Sciences Yamagata Prefectural University of Health Sciences

公立大学法人

山形県立保健医療大学

　本学は、平成９年に１学部（保健医療学部）、３学科（看
護学科、理学療法学科、作業療法学科）からなる短期大学と
して創設され、平成12年に４年制大学として改組され、お
互いの職種の役割を理解し、連携、協調のできる人材育成に
取り組んでおります。
　本学では、医療専門職に必要な高い治療技術を身につける
技術教育および、科学として確立させていく視点を養う教育
に力を注いでおり、21世紀における科学の発展を担う人材
の育成に取り組んでおります。
　平成16年より大学院博士前期課程、平成29年からは、大
学院博士後期課程での教育を開始しました。社会人が職場に
在籍したまま修学することができ、学生の必要に応じて、夜
間や土曜日に講義を開講するほか、夏期、冬期の休業期間中
に集中講義を行っております。また、長期履修制度の利用が
可能です。
　本学の卒業生は、山形県内に多数就職しており、県内の保
健・医療・福祉に貢献しております。地域貢献活動として、
公開講座ならびに山形県内の医療従事者を対象とした講習会
を開催しております。
　また、コロラド大学理学療法学科との交流を中心として、
国際交流にも力を入れております。「山形から世界へ」との
思いを胸に、教員、学生ともども努力を重ねたいと思ってお
ります。

アクセス

公立大学法人　山形県立保健医療大学
〒990-2212　山形県山形市上柳 260番地
TEL.023-686-6611　FAX.023-686-6674
ホームページ　https://www.yachts.ac.jp/

・JR
JR 奥羽線「南出羽駅」下車
徒歩約 10分。または、JR仙
山線・奥羽線で「羽前千歳駅」
下車、徒歩約 20分。

・バス
JR山形駅前から「県立中央病
院」行に乗り、終点下車（乗
車約 30分）、徒歩約 5分。

■ バス
・山形市役所、山交ビル、山形駅前より乗車
　「長井行き（R348山形－長井）」～医療技術専門学校前
・所要時間：
　JR山形駅前より約15分

厚生労働省指定養成施設　学校法人 諏訪学園　

山形医療技術専門学校

【学校紹介】
　本校は理学療法学科、作業療法学科を有する４年制の専門学校です。
平成７年に開校し現在までに700名を超える理学療法士を輩出しており、
県内の病院、施設等に多くの卒業生が勤務し活躍しております。

【連絡先】
学校法人諏訪学園　山形医療技術専門学校
〒990-2352　山形県山形市大字前明石字水下 367番地
TEL（023）645-1123　FAX（023）645-1250
ホームページ　https://www.ymisn.ac.jp/

会場：山形医療技術専門学校
内容：学校の説明、校内見学（実習室など）、個別相談
対象：受験生だけでなく、高校１・２年生、先生方、保護者の方も参加できます。
また、来校が難しい方には「オンライン個別相談」も行っております。
その他いろいろなイベントを行っておりますので、ホームページにてご確認くだ
さい。

学校見学

学　　科：医療専門課程　理学療法学科　40名
修行年限：修行年限　４年間（昼間）
選抜方法：・推薦選抜（公募・自己）
　　　　　・社会人選抜（Ⅰ期・Ⅱ期）
　　　　　・一般選抜（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）
◎詳しく知りたい方はお気軽に学校までご連絡ください。

募　　集 アクセス

Yamagata College of Medical＆Sciences

山形県内の養成校の紹介

連絡先

予約制で随時、学校見学を行っております。
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編集後記
　この広報誌は山形県理学療法士会の活動を県民の皆様に知っていただくために年に１回発行しております。
新型コロナウイルスの感染がいまだ収束しない中ですが、当会も感染予防に努め活動を行って参ります。本年
度の活動として『やまがた健康ガイド』に健康な身体づくりの提案をさせていただきました。ご紹介させてい
ただいた「理学療法ハンドブック」はホームページにも掲載していますので是非ご覧ください。この広報誌を
通して山形県理学療法士会に関心を持っていただくきっかけになれば幸いです。

山形県理学療法士会　広報部

表紙：坊平高原のツツジ


